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ほーら
い祭り

ＩＮ面
縄港 　

７月２９日（日）
第２６回伊仙町ほーらい祭

りが、本年度は町制施行５０周年記念
大会として盛大に開催されました。

　２年ぶりとなった面縄港会場では、アンパンマンショー・
角川博歌謡ショー・レーザーショー・花火大会と多彩なプログラムと多

くの来場者で賑わい大盛況でした。また、翌日には面縄小学校・面縄中学校・犬田
布中学校の児童生徒によるボランティアで、面縄港の清掃をしていただきました。ありがとう

ございました。
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ネ パール国際交流ｉｎ徳之島

６月２４日（日）トライアス
ロン IN 徳之島　第２５回記念
大会が「新たな挑戦が、ここか
ら始まる！」をキャッチフレー
ズに開催されました。

天城町ヨナマビーチで波の
高いコンディションの中、スイ
ムでスタートした選手たちは、
アップダウンに富んだ徳之島
一周コースを走破しました。

この大会は島の豊かな自然
と人情味溢れる熱い大会とし
て、毎回感動と出会い・交流の
輪を広げ、今大会は１３年ぶり

に５００名を超える５１６名のエントリーがありました。また、島内約３，０００名のボランティ
アが本大会を支えています。本町においても、面縄中・伊仙中・犬田布中の生徒達及び女性連に
よるエイド運営、一般有志による交通整理等で無事に大会を終えることができました。ありがと
うございました！

鉄人達の熱い戦い
～トライアスロンＩＮ徳之島～
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大 島地区大会結果

7 月１４、１５日を基準日に第 53 回大島地区大会が各市町村にて行われました。本町ではグラウンド
ゴルフ競技が行われ、地元の声援に応え見事に準優勝という快挙を成し遂げました。

第 66回県民体育大会・第 53回大島地区大会　結果

開催地 競技名 優勝 準優勝 第３位 試合結果

伊仙町 グラウンド・ゴルフ 徳之島 伊仙 龍郷 スコア２３８

奄美市

陸上男子 奄美 喜界 龍郷 ４０歳代男子 3000 ｍ　①吉鶴　正樹　９分５４秒２

陸上女子 奄美 龍郷 和泊
高校女子砲丸投げ　　　　①明　珠理亜　７ｍ８８ 

一般女子１００ｍ　　　　③常　加奈子　１４秒８
ゴルフ 宇検 奄美 龍郷 伊仙９位　スコア４６２

相撲２部 奄美市笠利 奄美市名瀬 喜界・龍郷
伊仙１―２与論　　伊仙１―２龍郷 
個人戦一般二部　第３位　寿山　太三

ソフトボール男子 奄美 龍郷 宇検・徳之島 伊仙２―２３宇検

弓道 奄美 喜界 徳之島 伊仙５位　近的３６・遠的１９

喜界町 軟式野球 奄美 喜界 瀬戸内・与論 伊仙１―６和泊

宇検村 バレーボール男子 瀬戸内 奄美 龍郷・和泊 伊仙２―１宇検　伊仙０―２知名

瀬戸内町
サッカー 与論 喜界 奄美・瀬戸内 伊仙１―３与論　伊仙３―２知名

バレーボール女子 瀬戸内 奄美 喜界・龍郷 伊仙０―２奄美　伊仙２―１徳之島

徳之島町

ゲートボール 奄美 喜界 伊仙・宇検
伊仙２１―９瀬戸内　伊仙９―１１徳之島
伊仙９―９与論　伊仙９―１５奄美

空手道団体組手 
（成年男子） 天城 徳之島 伊仙・奄美 ○伊仙―龍郷　伊仙―徳之島○

空手道団体組手 

（少年男子）
徳之島 奄美 伊仙・和泊 ○伊仙―天城　伊仙―奄美○

空手道団体組手 

（女子）
徳之島 奄美 伊仙・龍郷

伊仙―奄美○ 

個人形　女子　第３位　清瀬　史子

天城町 剣道 天城 瀬戸内 奄美
伊仙４位　伊仙０―５和泊　伊仙５―０与論
伊仙１―３天城　個人第３位　南　祐太郎

和泊町 ソフトテニス男子 瀬戸内 喜界 奄美・宇検
伊仙５位　伊仙３―２龍郷　伊仙０―５奄美
伊仙０―３宇検

与論町

卓球男子 龍郷 和泊 知名・天城
伊仙２―３奄美　伊仙１―４天城　
個人一般第３位　荻田　恭平

卓球女子 奄美 与論 和泊・天城

伊仙２―３和泊　伊仙３―２龍郷
個人４０歳代優勝　大久保　園子
一般第２位　政ちあき　第３位郷　愛美　
60 才以上第３位　池　英子

ス ポーツ少年団競技別交歓大会結果
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ウ ォーキング大会 〜爽やかな汗を流しました〜

７月２８日、２９日に各市町村に
おいて地区スポーツ少年団競技別交
歓大会が開催され、本町からも多く
の優勝、入賞者がありました。また、
本町で行われた軟式野球競技ではＡ
パートで朝日野球がＢパートでは地
元開催のプレッシャーに負けず伊仙
レッドホーンズが見事に優勝しまし
た。

競技名 成績及び入賞者

軟式野球（Ｂパート） 優　勝　伊仙レッドホーンズ

剣道団体 優　勝　伊仙剣道スポーツ少年団　※県大会出場権獲得

空手道男子団体形 優　勝　伊仙拳心館

空手道女子団体形 優　勝　伊仙拳心館

空手道女子団体組手 第３位　伊仙拳心館

小学６年女子個人形 優　勝　幸多　美怜

小学５年男子個人形 準優勝　杉山　新　第 3 位　赤崎　祐斗

小学４年女子個人形 第３位　井上　歩夢

小学６年女子個人組手 優　勝　幸多　美怜

小学５年男子個人組手 準優勝　杉山　新

小学５年女子個人組手 第３位　日高　杏子

水泳個人　バタフライ５０ｍ 準優勝　中　雄飛

水泳個人メドレー２００ｍ 第３位　中　雄飛

水泳個人　平泳ぎ５０ｍ 第３位　岡林　真央

ス ポーツ少年団競技別交歓大会結果
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敬老祝金の支給年齢が変わりました。

徳之島交流ひろば「ほーらい館」の指定管理者の募集について

お問い合せ先：保険福祉課　高齢者担当　86-3111（代）（内線63番）

伊仙町敬老年金支給条例は、昭和 46 年 4 月 1 日に公布され、目的として、「永年にわたり社会の
ために貢献した高齢者の長寿を祝福するとともに、敬老の意を表するため敬老年金を支給する」と謳
われておりますが、①町の財政が逼迫してきたこと　②一番に大きな理由として、子育て支援金が増
加して来ており、以前に、高齢者の方からのご意見の中で、敬老祝い金を子育て支援に活用して欲し
いとの意見が多くあり、本年６月の定例議会において条例改正案を可決しました。敬老祝い金を減額
する事で、高齢者の皆様方には大変ご負担となりますが、次代を担う子育て支援に活用させていただ
きたく、町民の皆様にご理解をお願い致します。なお、改正の内容は下の表のとおり。

平成２３年度まで

基準日の９月１日に生存する下記の者

年齢 支給金額
80歳〜84歳 年額 5,000 円
85歳〜89歳 年額 8,000 円
９０歳〜99歳 年額 15,000 円
１００歳〜110歳 年額 80,000 円
１１１歳以上 年額 360,000 円

平成２4年度から
本町に１年以上居住し、その年度に次の年齢になる

者で、9月1日に生存する者
年齢 支給金額

85歳 年額 10,000 円
88歳 年額 10,000 円
９０歳〜99歳 年額 10,000 円
１００歳〜110歳 年額 80,000 円
１１１歳以上 年額 360,000 円

変更後

支給に関しましては、9月下旬を予定しており、対象者には「ハガキ」でご案内します。

　「指定管理者制度」は、「多様化する住民ニーズに、より効果的、効率的に対応する
ため、公の施設の管理に民間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上を図るとともに、
経費の節減等を図ること」を目的としています。今後、この制度を導入することで、民
間事業等のノウハウやアイデアを活用し、より一層のサービス向上が期待されます。

１．指定の施設　徳之島交流ひろば「ほーらい館」
２．指定の住所　大島郡伊仙町伊仙２５７５－２
３．指定期間　　平成２５年４月１日～平成２８年３月３１日
４．指定の手続等　伊仙町公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例
　　　　　　　　　　に基づき実施
５　募集期間　平成２４年９月１日～平成２４年１０月１０日まで

※詳しいことについては、徳之島交流ひろば「ほーらい館」
にお問い合わせください。

電話：０９９７－８６－３３１９
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税務課からのお知らせ

畑や庭木に虫や病気を見つけたとき、電話だけでは伝えられない様子を携帯
電話から写真データで経済課まで送ってください。画像を元にできるだけ早く
防除方法をお知らせします。なお、写真データを送る際は、下記のＩＤ及びパ
スワードを入力してください。

害虫被害や病気を見つけたら携帯でデータを送ろう！

送り先（ＵＲＬ）
	 https://do-kuwasa.jp/agrireports/

ＩＤ：agrinet

パスワード：report

連絡先：ＮＰＯ法人　いせん１・１
事務局長　　徳　　範文
電話：８６－３１３１　　携帯：090-2391-5658

待望のシルバー人材センター設立

伊仙町シルバー人材センターの設立総会が７月２７日
に町中央公民館ホールで開催され、大久保町長からも

「地域社会が自主的に共生共存していくことが大事。
また、魅力ある町づくりに気持ちを一つにしよう」と
挨拶があった。

シルバー人材センターは、高齢化社会が進むにつれ、
定年などで退職後に、臨時的、短期的な就業の機会を
得て、経験や能力を生かして社会参加し、健康や生き
がいの充実を図るとともに、社会貢献することを目的と
しています。

仕事の内容としては、【職群別（７職群）・職種別（２４職種）】と豊富にあり、様々な能力やニー
ズに応えられるようになっています。

入会して働きたい方（入会金 1,000 円）や詳しく情報を知りたい方は、下記事務局までお問
い合わせください。
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平成 24 年度　徳之島高校「生涯学習県民大学」のご案内

もっと身近なパソコン講座
文書の作成などの作業や，インター

ネットを用いた娯楽など，様々な分野で
使用されているパソコン。その実生活の
役に立つ基本操作や応用方法など優しく
お教えします。

２．会場　　鹿児島県立　徳之島高等学校
３．時間　　１８：３０～２１：００（２時間３０分）
４．参加費用等　無料（ただし，必要経費はその都度徴収いたします）
５．募集対象　　島内に居住する者　　20名（先着順）
６．申込方法　　電話による受け付け　　ＴＥＬ　０９９７－８２－１８５０
　　（生涯学習県民大学の申し込みとお伝えください）
７．申込期間　　9 月 18 日（火）～ 9 月 28 日（金）まで

月日 曜 内　容 講師（補助者）
10 16 火 開講式，パソコンの基本操作 湯田（稲村，大津）

18 木 ワープロ入門 〃
23 火 カレンダー作成 〃
25 木 はがき作成 〃
30 火 ホームページの閲覧 〃

11 1 木 フリーメールアドレスの取得 〃
6 火 SNSの登録と退会 〃
8 木 フリーソフトの利用，閉講式 〃

1．日　程

【連絡先】
〒８９１－７１０１

大島郡徳之島町亀津７８４
鹿児島県立　徳之島高等学校
「生涯学習県民大学」係

ＴＥＬ　０９９７－８２－１８５０
（担当：湯田　克也）

【詳しくは】鹿児島県障害者職業訓練開発校
　　　　　TEL：0996-44-2206
　　　　　又は、お近くのハローワークにお問い合せください。
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町民生活課からのお知らせです。
　９月は特設人権相談所が開設されます。家
庭，学校，職場，地域の身近なことから人権に
ついて考え，一人一人が人権意識を育てていき
ましょう。
本町では，９月１８日（火）午前１０時～３時
まで（中央公民館２階中会議室）において，人
権相談を行います。家庭内のもめごとやお隣り
ご近所とのトラブル，いじめや差別など悩みや
困りごとがありましたら，一人で悩まずお気軽
にご相談ください。
相談は無料で，秘密は固く守られます。

なお，人権週間以外も相談に応じていますので，鹿児島地方法務局奄美支局（０９９７－５２－
０３７６）や最寄りの人権擁護委員までお問い合わせください。

平成25年度 鹿児島障害者職業能力開発校

弁護士相談会のお知らせ

平日多忙で相談を受けることが出来ない皆様のため
に、下記のとおり「全国一斉！法務局休日相談所」を
開設します。なお、相談は無料で、法務局職員及び公
証人が担当し、秘密は厳守されます。

日時：平成２４年９月２３日（日曜日）午前１０時
　　　　～午後４時（受付は３時３０分まで）

場所：鹿児島地方法務局奄美支局
　　　（奄美市名瀬入船町２３－１）
　　　電話：０９９７－５２－０３８３
相談内容　土地や建物の登記（売買、相続など）会

社の登記（設立・役員変更など）戸籍・国籍（養子縁組・
国籍取得など）供託（地代・家賃など）人権（いじめ・ＤＶなど）

（無料「全国一斉！法務局休日相談所」の開設について）

・
訓
練
生
募
集

8月21日（火）〜9  月14日（金）

10月3日（水）〜11月16日（金）

新卒のみ

一般・新卒

※ハローワークのあっせんを受けられた方は雇用保険、訓練手当などが支給される場合もあります。

【詳しくは】鹿児島県障害者職業訓練開発校
　　　　　TEL：0996-44-2206
　　　　　又は、お近くのハローワークにお問い合せください。

９月１８日と１９日に弁護士による無料法律相談会を開催します。
相談を希望される方は企画課 ( ☎ 86-3111) までお申し込みください。
相談は無料で秘密は堅く守られます。

相 談 日 時  間 場  所

９月１８日（火） １３：００～１７：００ 中央公民館１階 研修室

９月１９日（水） 　９：００～１５：００ 中央公民館１階 研修室

平成24年9月（300）（11）



徳之島３町で以下のことについて３町合同によ
る条例を制定しました。
島内に生息する希少野生動植物は、島民共有の
貴重な財産であるとともに、生態系の重要な構成
要素であることから、島内に生育・生息する希少
な野生動植物の保護を図り、後世に継承していく
事を目的に、「希少野生動植物の保護に関する条例」
を平成24年6月に制定し、9月より施行いたします。

「希少野生動植物の保護に関する条例」では、次のような事項を定めています。
○　希少野生動植物の保護に努め、良好な自然環境をみんなで保全していきましょう。
○　指定希少野生動植物の生きている個体を捕獲、採取することや、違法に捕獲、採取され
　　　たものの譲渡・所持等はできません。
　　（学術研究などの目的の場合には、捕獲等ができる場合がありますが、あらかじめ町長の
　　　許可を受ける必要があります。詳しくは、伊仙町企画課　８６- ３１１１までお問い合わ
　　　せ下さい。）
　　※「指定希少野生動植物」＝希少野生動植物のうち、特に保護を図る必要があるものと
　　　　　して、町長が指定するものを言います。
○　指定希少野生動植物に指定される以前からその個体を所持している場合には町長に、そ
　　　の種類および個体数の届出が必要となります。また、指定後その個体等を譲り受けた場
　　　合も届出が必要となります。
○　生息地等保護区の区域内においては、工作物の建築、宅地の造成等の行為を行う場合には、
　　　許可や届出が必要となります。
○　条例の規定に違反して、指定希少野生動植物の捕獲、採取等を行うなどの違法行為を行っ
　　　た場合は、罰則が科されることになります。
　　（最高で 1年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金）

※島内に生育・生息する希少な野生動植物の保護に対する町民の皆さんのご理解とご協力を
お願い致します。この条例に基づき、８月１日（水）徳之島町役場で行われた、第１回徳之島
地区自然保護協議会では、三町の推進員１５名（各町５名ずつ）に委嘱状を交付し、委員が「徳
之島希少野生植物」２６種を選定。（今後、必要に応じ対象の動植物をつけ加えます。）
これらをパンフレットに掲載、三町全戸配布して、保護の啓発に努めることが了承されました。
また、今後の協議会活動内容については、年５～６回の会議と年３回のパトロールを行います。
同時平行で「現地研修会」や子供向けに「希少動植物の出張講座」等を行って、徳之島の希少
野生動植物保護の普及活動を展開します。

～希少な野生動植物を保護するために～

平成24年9月（300） （12）
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⇑

１１月３日（土）に旧徳農高体育館及
び武道場において「いせん学びフェスタ
２０１２（生涯学習フェア＆文化祭）」を
開催します。様々な舞台発表や作品展示、
体験教室など楽しいプログラムを計画し
ておりますので、文化の日を家族やお友
達とお越しください。

「いせん学びフェスタ２０１２（生涯学習フェア＆文化祭）」11

3

平成24年9月（300）（13）



第
二
回
　「
イ
ッ
サ
ン
サ
ン
」

特
集
～
伊
仙
町
の
伝
統
文
化
～

　
イ
ッ
サ
ン
サ
ン
は
伊
仙
町
の
西
部
地
区
（
特
に
犬
田
布
・
木
之
香
集

落
）
で
旧
暦
八
月
十
五
日
の
前
の
申
（
さ
る
）
の
日
に
行
な
わ
れ
る
豊

年
祭
で
す
。

　
東
犬
田
布
集
落
で
は
上
組
・
中
組
・
下
組
の
三
組
に
分
か
れ
て
各
家

々
を
回
り
ま
す
。
上
組
に
は
イ
ッ
サ
ン
サ
ン
発
祥
の
碑
（
写
真
１
）
が

あ
り
、
そ
の
前
で
一
礼
し
て
か
ら
各
家
々
を
回
る
と
い
う
「
始
ま
り
の

儀
式
」
（
写
真
２
）
を
終
え
る
と
、
楽
し
い
時
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
一
番
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
お
家
を
回
っ
た
時
に
も

ら
え
る
お
菓
子
の
数
々
で
し
ょ
う
。
テ
ィ
ル
（
竹
か
ご
）
に
お
菓
子
が

入
る
と
き
（
写
真
４
）
に
子
ど
も
た
ち
は
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　
現
在
、
も
ら
え
る
の
は
お
菓
子
で
す
が
、
昭
和
三
十
年
～
四
十
年
頃

は
お
餅
や
お
に
ぎ
り
を
も
ら
う
こ
と
が
楽
し
み
だ
っ
た
と
い
う
話
も
あ

り
ま
す
。

写真３　犬田布集落のかかし

イ
ッ
サ
ン
サ
ン
と
は

写真１

イッサンサン発祥の碑

写真２　始まりの儀式の様子

写真４

「
門
口(

か
ど
く
ち)

ぬ
唄(

う
た)

や
無
礼(

ぶ
れ
ぃ)

な
が
ら
や
～
し
が
よ
ー
　
物(

む
ん)

ぬ
知(

し)

ら
ぬ

我(

わ)

っ
き
ゃ
～
や
許(

ゆ
る)

ち
た
ぼ
れ
」

※

門
口
で
歌
う
唄
は
無
礼
な
の
で
す
が
、
物
を
知
ら
な
い

　
私
た
ち
な
の
で
許
し
て
下
さ
い

　
こ
の
よ
う
に
イ
ッ
サ
ン
サ
ン
は
、
門
口
で
歌
う
無
礼
を

う
ち
じ
ゃ
し
（
歌
い
だ
し
）
で
詫
び
て
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
子
ど
も
た
ち
は
お
な
か
い
っ
ぱ
い
ご
飯
を
食

べ
る
事
が
で
き
ず
、
満
腹
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
行
事
が
、

稲
の
収
穫
後
の
豊
作
祈
願
で
あ
る
「
イ
ッ
サ
ン
サ
ン
」
な

の
で
し
た
。
そ
の
食
べ
る
こ
と
や
生
き
る
こ
と
の
感
謝
の

気
持
ち
を
唄
に
あ
ら
わ
す
と
い
う
先
祖
た
ち
の
表
現
に
よ

っ
て
、
私
た
ち
は
現
代
社
会
の
中
に
足
り
な
い
感
謝
の
心

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

イ
ッ
サ
ン
サ
ン
～
感
謝
の
唄

最
後
は
み
ん
な
で

わ
け
合
い
ま
す
。
↓

集落によって顔が違う

（伊仙町犬田布）

ティルの中身は

お菓子でいっぱい♪



イ
ッ
サ
ン
サ
ン
の
唄(

一
部
記
載
）

一
、
門
口
ぬ
唄
や
無
礼
な
が
ら
や
し
が
よ
　

      

物
ぬ
知
ら
ぬ
我
き
ゃ
や
許
ち
た
ぼ
れ

　
　※

ア
ラ
ド
ン
ド
ン
サ
マ
イ
ト
サ
ン
セ
ー

一
、
大
和
ど
ん
ど
ん
節
赤
木
名
か
ら
流
行
て
ぃ
よ
　

      

や
が
て
徳
之
島
か
ん
打
ち
流
行
り
ゅ
ん
ど
　
（※

）

一
、
餅
欲
し
ゃ
ん
ま
あ
ら
ず
ぃ
団
子
欲
し
ゃ
ん
ま
あ
ら
ず
ぃ
よ

      

昔
親
ふ
っ
し
ゅ
う
ぬ
ま
ね
ど
ぅ
せ
ー
た
ん
ど
　
（※

）

一
、
秋
津
海
ぬ
荒
れ
て
ぃ
魚
ち
ゅ
ん
ま
ね
ー
ら
じ
よ
　

      

三
味
線
節
歌
て
ぃ
魚
う
ぇ
せ
ら
　
（※
）

一
、
イ
ッ
サ
ン
サ
ン
ぬ
申
（
さ
ん
）
ぬ
年
や
果
報
年
　

      

米
蔵
ん
ま
や
っ
て
く
る
粟
蔵
ん
ま
や
っ
て
く
る

      

来
年
ぬ
稲
が
な
し
　
生
ま
れ
な
は
い
き
ゅ
　

  

　 

餅
ふ
し
ゃ
ん
ま
あ
ら
ず
ぃ
酒
ふ
し
ゃ
ん
ま
あ
ら
ず
ぃ

      

昔
親
ふ
っ
し
ゅ
う
ぬ
　
真
似
ど
ぅ
せ
ー
た
ん
ど
　
（※

）

一
、 

く
ま
ぬ
あ
じ
ゃ
と
ぅ
あ
ま
や
餅
も
ろ
て
ぃ
お
ぼ
ら
よ
　

      

来
年
の
稲
が
な
し
畦
ま
く
ら
　
（※

）

　
現
代
社
会
は
「
個
の
時
代
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

証
拠
に
核
家
族
化
が
す
す
み
、
集
落
の
中
で
も
知
ら
な
い
顔

が
あ
る
場
合
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
伝

統
行
事
の
役
割
と
い
え
ば
「
自
然
と
人
と
社
会
が
つ
な
が
る

場
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ッ
サ
ン

サ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
行
事
は
人
間
が
自
然
の
恵
み
に

感
謝
し
、
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
「
儀
式
」
と
い
う
形
で
表

す
か
ら
で
す
。
こ
の
儀
式
は
人
間
と
自
然
を
つ
な
げ
る
役
割

が
あ
り
、
集
落
住
民
総
出
で
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
集
落
住

民
が
お
互
い
に
協
力
し
て
一
つ
の
事
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う

こ
と
が
、
地
域
の
絆
や
関
係
性
を
強
め
る
働
き
を
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

 

「
温
故
知
新
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
そ
の
意
味
は
、

昔
の
事
を
良
く
学
び
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
知
識
や
道
理
を
得

る
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
伝
統
行
事
は
昔
の
も
の
だ
、

お
年
寄
り
の
や
る
も
の
だ
と
い
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と

で
、
集
落
に
住
む
住
民
全
体
で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
行
事
で
、
意
味
が
あ
る
も
の
な
の
で
す
。

　
伊
仙
町
に
は
他
に
「
浜
下
り
」
「
シ
キ
ュ
マ
」
な
ど
の
消
え

入
り
そ
う
な
伝
統
行
事
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
の

先
人
の
知
恵
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
地
域
の
行
事
に
は
数

多
く
参
加
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

お
知
ら
せ

平
成
二
十
四
年
度
の
イ
ッ
サ
ン
サ
ン
は
九
月
二
十
日
に
犬
田
布

・
木
之
香
集
落
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

絆
～
伝
統
行
事
は
つ
な
が
る
場

お
問
い
合
わ
せ:

伊
仙
町
歴
史
民
俗
資
料
館
　
八
六―

四
一
八
三



　

わが町のアイドル

	

出
生
児	

保
護
者	

集
落
名

米
　
　
晃こ
う
き希

　
　
一
登
　
　
　
検
福

久
保
　
こ
こ
ろ
　
広
樹
　
東
伊
仙
東

町
田
　
愛あ

い
な奈

　
　
浩
也
　
　
　
崎
原

勝
　
　
碧あ

お
い唯

　
　
浩
　
　
　
　
小
島

松
岡
　
舜し

ゅ
ん
せ
い聖　

　
拓
海
　
西
犬
田
布

前
　
　
凜り

く空
　
　
将
太
　
　
　
阿
三

戸
籍
の
窓

○
上
面
縄
東
　
西
山
　
　
良
忠
さ
ん
　
　（
亡
西
山
セ
ツ
子
さ
ん
）　
よ
り
金
一
封

○
東
面
縄
　
　
西
田
　
　
三
代
治
さ
ん
　（
亡
西
田
千
枝
子
さ
ん
）　
よ
り
金
一
封
　

○
東
伊
仙
西
　
義
山
　
　
佐
俊
さ
ん
　
　（
亡
義
山
　
と
く
さ
ん
）　
よ
り
金
一
封

○
東
面
縄
　
　
明
和
　
　
房
子
さ
ん
　
　（
亡
明
和
　
一
夫
さ
ん
）　
よ
り
金
一
封
　

○
西
伊
仙
　
　
益
岡
　
　
テ
ツ
さ
ん
　
　（
亡
益
岡
　
健
二
さ
ん
）　
よ
り
金
一
封

○
喜
念
　
　
　
直
　
　
　
直
二
さ
ん
　
　（
亡
直
　
キ
ヨ
さ
ん
）　
　
よ
り
金
一
封

○
喜
念
　
　
　
元
田
　
　
ア
イ
子
さ
ん
　（
元
田
　
文
二
さ
ん
）　
　
よ
り
金
一
封

人口の動き（平成 24 年　7 月 31 日現在）

総人口＝ 7,129
　男　＝ 3,558
　女　＝ 3,571
世　帯＝ 3,588

出 生 ＝ 　 5
死　 亡 ＝　13
転 　 入 ＝ 　　 9
転　 出 ＝　　33

當
　
　
勝
樹
　
　
目
手
久

保
岡
　
志
乃
　
　
花
徳

米
　
太
佳
之
　
　
面
縄

谷
山
　
侑
華
子
　
面
縄

新里　紗穂（しんざと　さほ）

１１カ月
食いしん坊で元気いっぱい

の紗穂。たくさん食べて大

きくなってね☆

山之内　大晴
（やまのうち　おおせい）１歳４カ月
急成長中のおおせいです。

お父さん似のぼく、まちで

見かけたら声をかけてくだ

さい☆

吉村　杏里（よしむら　あんり）

１歳６カ月愛

みんなのアイドル杏里ちゃ

ん。毎日、杏里の笑顔に癒

されてます♪

中富　汐奈（なかとみ　ゆうな）

１歳３カ月
「ダァーーーーー！」

３姉妹の３女。やんちゃ娘

の汐奈です♪

子宝日本一の町

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
略
称
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
略
称
）

香
典
返
し　
　
※ 

社
会
福
祉
協
議
会
受
付

わが町のアイドル募集！
本紙では「わが町のアイドル」と題して、わが家のかわい
い子どもの写真を掲載します。
毎月１０日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電話番号・
簡単なＰＲ文を添えて、写真を役場企画課広報係までお持
ち下さい。

　　　　　　　　　　　問い合せ先　伊仙町役場企画課
　　　　　　　　　　　　　８６－３１１１（内２４）


